研修出張様式４

研修報告書
	所　　属　　青南病院　西病棟　　職　種　看護師　　　　　　　　　氏　名　相馬　亜紀子

	期　　間　　平成　26年　9月　30日　

	出張目的　日精協「看護管理者」伝達講習会参加の為

	出 張 先　県民福祉プラザ4F　多目的室4B

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜要旨＞

1. 開会

2. 支部長挨拶（弘前愛成会病院院長　田崎　博一）

3. 日精協「看護管理者」伝達講習会

　　　講師：弘前愛成会病院　看護部長　平井　整

（1） 看護管理者が知っておくべき精神保健福祉法改正のポイントについて

（2） 准看護師・看護補助者を対象とした研修会について

（3） 精神保健福祉法改正及び診療報酬改定に伴い拡大された精神保健福祉士業務について

（4） 看護管理者が知っておくべき診療報酬改定について

　
＜考察＞

精神疾患患者は、平成23年は320.1万人となっており、いわゆる4大疾患よりも多い状況となっている。そして治療薬の発展等により近年の新規患者は短縮傾向にあり、精神病床の病床数は減少傾向にあるが、依然として1年以上の長期入院患者は20万人程となっている。また、うつ病等の気分障害や認知症の数が増加し、薬物依存や摂食障害、発達障害への対応等の社会的要請が高まっているなど、精神科医療に対する需要は多様化している。

そのような状況の中、現在まで精神保健医療福祉施策の改革の為の様々な施策が行なわれてきた。平成26年の精神保健福祉法の改正では、精神障害者の地域における生活への移行を促進するためによりよい医療を推進する事を主旨とし、保護者制度の廃止と合わせて、医療保護入院における入院手続き等の見直し、並びに医療保護入院患者の退院による地域における生活への移行を促進するための整備が行われた。そして、平成26年度診療報酬の改定は、急性期医療の重点化と新たな長期入院をつくらない仕組み、またそれに伴う地域移行への取り組みの推進が見てとれる内容となった。今回、この研修でこうした方向性を再確認し、改めて、臨床の現場はそれを受け止めていれるのかと考えさせられた。

診療報酬改定において新設・加算・減算された項目や、法改正の内容は、医療の質の向上が目指された結果である。看護管理者としては、それらの施策がめざすものと、自身の病院の現状と照らし合わせながら法改正や今回の改定の内容について、考えていかなければならない。そして、それらが、私達が日々行う業務自体の根拠であったり、提供する医療、看護の方向性を示すものである以上、一部の職員だけがその内容を理解しておけばよいものではない。故に、自身の立ち位置を振り返って考えていかなければならないと改めて感じた。また、精神障害者の支援に携わるものとしては、この法改正や、診療報酬改定をチャンスと捉えて、医療と福祉の更なる連携を進め、住み慣れた地域で生活し続けることを支えることが責務であると思う。そして、精神保健福祉法の制度改正、また、診療報酬改定や急性期医療のさらなる充実や地域医療の拡充といった社会的ニーズ、激変する精神科医療において、私達には今まで以上に大きな役割が求められているという事を受け止め、業務に臨む必要があると考える。
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